
平成２７年度第１回奈良県社会教育委員会議（概要） 
〔報 告 書〕  １ 日  時  平成２７年１０月２１日（水）１３：３０～１５：３０ ２ 場  所  奈良県文化会館 第３会議室 ３ 出席委員  委員名簿記載のうち、飯田喜代視、大辻哲男、岡田龍樹、川野麻衣子、倉本優              子、佐野万里子、谷本 忍、辻村里美、中野和子、福井基雄、法貴和子                                    （敬称略）１１名 ４ 内  容    (1) 開 会 あいさつ 奈良県教育委員会教育次長 中村昌史 (2) 委員紹介 (3) 議長・副議長選出（議長：飯田委員 副議長：岡田委員） (4) 議 事                   ① 奈良県の社会教育委員会議のめざすものについて                  ② 奈良県社会教育委員会議で議論すべき「子どもに関する課題」について           ③ 「子どもに関する課題を解決するための大人の学びを創造する社会教育の在り方」について ５ 委員からの主な意見について 

どどどどののののよよよよううううなななな大大大大人人人人のののの学学学学びびびびをををを創創創創造造造造すすすすべべべべききききかかかか

・つながりの希薄さ ・社会性、規範意識の低下 ・いじめ ・不登校・あいさつなど身近なコミュニケーション ・これからの世の中を生き抜く力・親が子どもと接する時間が少ない。・親が子どものロールモデルになれていない。・地域とのつながり不足・子ども中心より自分中心

・ 子どもたちは、人とのつながりから、多くのことを経験できる・ ＰＴＡ活動で地域の方と共に活動する・ 専門家とのパイプ役・ 社会教育が地域と親をつないでいくことが大切・ 地域の中で、人と人が強い絆で結びついた関係性をつくる・ 公民館におけるカウンセラーの有効性
つながりづくりつながりづくりつながりづくりつながりづくり

・ 子どもと親が共に学ぶ場としてのＰＴＡ・ 地域の中で、子どもや親の課題を解決できる公民館・ 社会教育に行けば、課題解決の糸口がつかめる仕組みづくり・ 学校が子どもと親をつなぐ場となる・ 子どもや親にとっての居場所づくり
プラットフォームづくりプラットフォームづくりプラットフォームづくりプラットフォームづくり ・ あいさつなど身近なコミュニケーション・ 今、子どもたちにつけたい力は、これからの世の中を生き抜いていく力・ 将来の日本を背負っている子どもたちに、心の栄養をつけてやる・ 現代の子どもたちの課題を、次世代に残さない「親づくり」・ 人権を念頭に置いた子育て・ 「できることをできる時にやりましょう」の姿勢

・子ども会活動の減少 ・地縁組織の衰退 ・地域ぐるみの子育てが不足・親同士のトラブル ・地域行事への不参加・地域の一員としての自覚がない。 ・あいさつがない・顔見知りでない
社会教育が多様な子どもに関する課題の受け皿とならなければいけない社会教育が多様な子どもに関する課題の受け皿とならなければいけない社会教育が多様な子どもに関する課題の受け皿とならなければいけない社会教育が多様な子どもに関する課題の受け皿とならなければいけない

大切にしたい思い大切にしたい思い大切にしたい思い大切にしたい思い・ 子育てについて学ぶ場をつくる・ 将来の親を育てるためのカリキュラム・ 親にターゲットを定めた取組・ 学びの喜びに気づける仕組みづくり親の育ちをサポート親の育ちをサポート親の育ちをサポート親の育ちをサポート
そのためにそのためにそのためにそのために

 


